
貧民の帝都
養育院の時代背景

人
口
百
万
人
の
大
江
戸
八
百
八
町
。
山
手
線

の
内
側
と
隅
田
川
の
両
岸
を
合
せ
た
ぐ
ら
い
の

範
囲
が
江
戸
で
し
た
。

現
在
の
東
京
二
十
三
区
よ
り
ず
っ
と
小
さ
い

広
さ
で
す
。

江
戸
の
土
地
の
七
割
は
武
家
屋
敷
で
占
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
全
国
諸
藩
の
大
名
の
妻
子
を

住
ま
わ
せ
、
大
名
が
二
年
ご
と
に
参
勤
交
代
で

や
っ
て
き
て
一
年
江
戸
で
暮
ら
す
屋
敷
や
家
来

た
ち
の
屋
敷
で
す
。
将
軍
家
に
直
接
仕
え
る
旗

本
や
御
家
人
の
屋
敷
も
あ
り
ま
し
た
。
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左
の
地
図
の
オ
レ
ン
ジ
色
の
部
分
が
武
家
屋

敷
の
あ
る
武
家
地
で
す
。
そ
の
隙
間
を
埋
め
る

よ
う
に
分
散
し
て
い
る
緑
色
の
部
分
が
町
人
が

住
む
地
区
と
寺
社
で
す
。

江
戸
百
万
人
の
人
口
の
半
分
は
、
武
家
地
に

住
む
武
士
で
し
た
。
残
り
半
分
が
町
人
で
す
。

◆

幕
末
、
江
戸
城
を
官
軍
に
明
け
渡
す
と
、
各

藩
の
武
士
は
一
斉
に
自
分
の
藩
に
帰
り
ま
し
た
。

豊
か
な
商
人
た
ち
も
戦
乱
を
恐
れ
、
江
戸
か
ら

出
て
い
き
ま
す
。

江
戸
の
人
口
の
半
分
が
突
然
い
な
く
な
っ
た

の
で
す
。

図1 江戸の大きさ

図2 武家地と町人地

図3

江戸城と武家屋敷（オレンジ色）から、

人が消えた。

図2・3は、松山恵「都市空間の明治維新」

（ちくま新書2019）ｐ17の図を宮本改変

江
戸
城
も
武
家
屋
敷
も
人
の
姿
が
消
え
ま
し

た
。
江
戸
は
無
人
の
土
地
だ
ら
け
で
、
骸
骨
の

よ
う
な
有
様
で
す
。
（
図
３
）

江
戸
に
取
り
残
さ
れ
た
の
は
、
町
人
と
藩
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
下
級
武
士
で

し
た
。

ど
ん
な
仕
事
で
あ
れ
給
金
を
払
う
者
も
い
な

く
な
り
、
多
く
の
町
人
や
下
級
武
士
は
失
業
し

ま
し
た
。
物
資
の
流
通
も
途
絶
え
、
貧
し
い
人

を
助
け
る
し
く
み
も
な
く
、
多
く
の
人
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。

明
治
は
じ
め
の
東
京
で
も
浮
浪
者
が
あ
ふ
れ

る
状
況
は
続
き
、
明
治
五
年
に
養
育
院
が
作
ら

れ
ま
す
。
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明
治
元
年
に
東
京
府
は
地
域
の
有
力
者
に
命

じ
て
貧
困
者
の
数
を
調
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
が
残
っ
て
い
ま
す
。
東
京
都
編
「
東
京
市
史
稿

市

街
篇5

0

」
（
一
九
六
一
）

東
京
の
住
民
を
、
富
民
（
家
屋
を
所
有
）
・

貧
民
（
借
家
住
ま
い
）
・
極
貧
民
（
七
分
積
金

で
も
救
済
を
受
け
た
者
）
・
極
々
貧
民
（
救
済

を
希
望
し
て
い
る
者
）
の
四
つ
に
区
分
し
て
調

査
し
た
も
の
で
す
。

合
計
が
約
五
十
万
人
で
、
江
戸
の
人
口
百
万

人
が
半
減
し
た
こ
と
が
こ
の
調
査
で
も
わ
か
り

ま
す
。

明
治
時
代
に
は
い
る
と
、
全
国
で
凶
作
が
続

き
、
農
地
を
捨
て
た
農
民
が
東
京
に
流
入
し
て

貧
困
層
は
膨
れ
上
が
り
ま
し
た
。

企
業
が
増
え
工
場
の
建
設
が
進
む
と
、
貧
困

層
の
一
部
は
工
場
労
働
者
と
な
り
ま
す
が
、
日

露
戦
争
・
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
不
況
、
物
価

上
昇
、
貧
富
の
格
差
の
拡
大
に
よ
り
、
産
業
の

発
展
の
陰
で
生
活
困
窮
者
は
増
え
つ
づ
け
ま
し

た
。
東
京
の
各
地
に
貧
民
窟
（
ス
ラ
ム
）
が
形

成
さ
れ
ま
す
。

日
本
の
近
代
化
と
並
行
し
て
生
じ
た
貧
困
の

状
況
と
、
養
育
院
や
ほ
か
の
救
貧
施
設
の
活
動

を
詳
し
く
説
明
し
た
本
に
塩
見
鮮
一
郎
著
「
貧

民
の
帝
都
」
（
文
春
新
書

二
〇
〇
八
年
）
が

あ
り
ま
す
。

「
貧
民
の
帝
都
」
は
養
育
院
六
十
年
史
・
百
年

史
・
百
二
十
年
史
な
ど
の
養
育
院
刊
行
物
と
と

も
に
、
養
育
院
開
設
前
史
か
ら
そ
の
後
の
養
育

院
の
事
業
の
歴
史
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
書

籍
で
す
。

養
育
院
本
院
は
移
転
を
繰
り
返
し
ま
し
た
が
、

そ
の
位
置
を
現
代
の
地
図
で
示
し
た
図
（
本

郷
・
上
野
・
神
田
・
本
所
・
大
塚
・
板
橋
）
が

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
養
育
院
が
あ
っ
た

場
所
を
知
る
貴
重
な
情
報
で
す
。

明治維新のころ、橋の下をねぐらにしていた孤児たち

「貧民の帝都」p23より

借
家
住
ま
い
の
人
を
す
べ
て
貧
民
と
み
な
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
極
貧
民
・
極
々
貧
民

と
い
う
住
む
家
が
な
い
困
窮
者
が
十
万
五
千
人

も
お
り
、
東
京
の
人
口
の
二
十
％
を
占
め
て
い

ま
し
た
。

東
京
に
住
む
人
の
な
ん
と
五
人
に
一
人
が

ホ
ー
ム
レ
ス
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
そ

こ
に
は
当
然
、
大
人
だ
け
で
な
く
子
ど
も
も
含

ま
れ
ま
す
。

オレンジ 極貧民

約10万3,470人 青 富民

約19万6,670人

赤 極々貧民

約1,800人

黄色 貧民

約20万1,760人


